
　今年度⼆回⽬の⻘少年育成セミナーは、 情報メディア対応研修会と併催で開催しました。 午前中は、 県⺠会議と国⽴岩⼿⼭⻘少年交流
の家からの事業の説明があり、 その後参加団体の皆さんから来年度の事業の情報提供をしていただき、 相互の連携について協議を⾏いました。
　午後は、 特定⾮営利活動法⼈教育研究所理事⻑の牟⽥武⽣⽒による講演を拝聴し、 参加者全員がとても良い講演だったと⾼評価をする
内容でした。
　その後、 県⺠会議から情報メディア対応指導プログラムについての説明を⾏いました。

講演 「ネットを居場所としている⼦ども達」 〜その背景と解決のヒント〜（要約）講演 「ネットを居場所としている⼦ども達」 〜その背景と解決のヒント〜（要約）
　携帯電話やパソコン等のネットの依存は、 ⾼校⽣の割合が⾮常に
⾼くなっている。 特に 「病的な使⽤病的な使⽤」 とされた割合は、 ⼥⼦⾼⽣が
9.9％、 男⼦⾼⽣が 6.6％と⼥⼦の⽅が多い。
　ネットを⻑時間使うようになって、 現実社会が疎かになり、 仮想社
会がどんどん強くなってしまう。 うつむいて、 ⽿に栓をして、 歩いたり、

電⾞に乗ってい
るのは⽇本だけ
の現象。 ⾃分
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　コミュニケーション依存でメールのやり取りによって依存していく⼥⼦に
対して、 男⼦はオンラインゲームを中⼼としたゲーム依存である。 夜
遅くまではまり込んで、 学校には⾏くが寝てしまう。 家に帰ったらまたオ
ンラインゲームをやる。 ⽣活リズムが完全に崩れて、 学校に⾏けなくな
る。 不登校から学校を辞めて、そのままひきこもってゲームをやっている。
その後 20 代になり、 職場でうつ状態になって仕事を休んでいるのにプ
ライベートでは元気に遊び回る 「新型うつ新型うつ」 となることもある。 そして、
そのような 「新型うつ」 は、 現実のリアルな遊べる所がある都会より、
⽥舎の⽅が多い。
　また、 ⽇本は⼦どもを商品にする社会だと思う。 他の国だと⻘少年
の問題は、未来の国を背負う問題だから、⾮常に重要な項⽬である。
⽇本は、 10 代の⼥性アイドルが、 へそを出したり、 お⾊気で売り出
してテレビに出ている。 他の国では考えられない。 韓国では、 政府
が未成年者のゲームに関して時間制限という制度をつくり対策を取って
いる。
　⽇本では、 ゲーム依存から本格的な不登校、 ひきこもりになってい
る事例が、 最近増えてきている。 不登校の内容が、 以前は不安や
緊張のために対⼈関係がうまくいかない 「情緒混乱型情緒混乱型」 の⼈が多かっ
たが、 今は 「無気⼒型無気⼒型」 が多い。 これには、 ネットの影響があると
思われる。 ⼈間は、 ひとりでいたい時と誰かと⼀緒にいたい時の⼆つ
の欲求がある。 しかし、 ひとりでいてもネットで繋がっ ていると孤独が
ない。 リアルな世界 では孤独に⾒えるけれど、 孤独ではない⼈たち
がいる。 特にオンラインゲームは、 どんどん新しい物が提供されるから、
エンドレスゲームであり、 依存性が⾮常に⾼い。 ⼀度はまると抜け出

るのに数年かかる上、 興奮し暴⼒⾏為がしばしば起こる。 また、 オ
ンラインゲームの特性として、 課⾦システムやアイテム販売があり、 家
族の現⾦やカードを無断で使うこともある。
　匿名社会は、 ⼈間関係が希薄であり、 孤⽴化している。 ⼦ども
達同⼠の⼈と⼈との結びつきがすごく弱くなっている。 これは、 地域社
会に壊滅的な打撃があると思う。 他の国では、 現実の⼈間関係の
⽅が楽しいし、 教会やクラブチームなど、 学校以外の居場所がある。
⽇本でも、 地域や地⽅を愛して、 ⼈との繋がりを持ち、 そこにお⾦
が回っていくような仕組み、 地域創⽣をしていく必要がある。 若い⼈
達がわーって集まって、パソコンなんかやっているのが⾺⿅⾺⿅しい、こっ
ちで何かみんなでやっている⽅がよほど楽しいとなっていくような盛岡にし
かできない地域活性化をしていかなければいけない。 また、 障害のあ
る⼈を全て抱え込んでいく、インクルージョンインクルージョンという考え⽅も必要である。
現実社会にうまく適応できなかった⼈は、 適応できない⾃分を責める
と⾟いから他罰的になり、 原因を社会や経済や⼈が悪いと批判する。
ネットの中だけで、 ⼰の主張ばかり⾔う。 それにネットの中の⼈が同
調する。 その中⼼がいわゆるひきこもりのネット依存の⼈だったりする。
しかし、 その⼈達を排除せずに、 インクルージョンしなければいけない。
　ネット依存になる背景は、 ⽇本独特の特異な体質がある。 希薄な
⼈間関係、 現実社会への回避、 責任性を問われない⾃由な社会、
低コスト。 規制の無い社会である。 規制の無い社会は、 ネット社会
だけ。 ネット社会
は、 誰も⾒えな
いので、 いじめが
起きても仲裁者が
育たない。だから、
ネットのいじめは
深刻である。 しか
し、 その仮想の
社会に何故はま
るかというと、 現
実社会の⼈間関
係のトラブルを恐れている、 何でも⾔い合える友達が少ない、 現実
社会の仕事や⽴場に不満がある、 などの背景があり、 逆にネット社
会での友⼈や仲間がどんどん増えていき意気投合し、 社会的評価が
⾼くなっていくことで、 ネットの関係は現実の⼈間関係より⼤切となって
いく。 現実社会とネット社会の関係の不等号の向きを逆にすることが
できればネット依存から抜けられる。
　また、 ⼦どものネットの環境を便利なもの、 ⾼性能なものに変えるこ
とはせず、 家族での会話を増やし、 現実社会の⼈間関係を⼤切に
していく必要がある。
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